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ることから、マトリックス蛋⽩がAP-2とEnvの結合を競合阻害すると考えられる。そこでその可能性を検討するために、IL-2受容体α鎖(Tac)とgp41envの細胞質領域とのキメラ蛋⽩(TE-
11)を安定に発現したHeLa細胞株を作成した。今後はこの細胞を⽤いてマトリックス蛋⽩を強発現させ、μ2との結合を阻害する結果、TE-11の細胞表⾯への発現が増強するか調べる。
